
使用済み紙おむつの再資源化を通じて、
地域における廃棄物の削減と再資源化に携わっています。

　当法人では、運営する施設から発生する使用済み紙おむつを再資源化してペレット燃料を
製造し、施設に設置している給湯用ボイラーの燃料として利用しています。
　使用済み紙おむつは水分を含んで重く、一般的な廃棄物より運搬・焼却時の労力、コス
ト、排出されるCO₂量が多くなります。乳幼児だけでなく、高齢化社会に伴った大人用紙お
むつの需要が増え続ける中、紙おむつの再資源化は今後必要不可欠であると考えておりま
す。
　このような中、当法人では、社会貢献の観点から「勇樹会リサイクル研究所」を設置し、
運営する施設から発生する使用済み紙おむつの再資源化に自ら取り組んでまいりました。同
法人内で、再資源化から利用までの一連のリサイクルを実現しているのは、全国で唯一の取
組であると認識しています。実験を重ね、これまでに約80ｔの使用済み紙おむつを再資源
化し、廃棄物の削減及び環境負荷の低減に携わっています。
　また、地域の事業者から、従来処分されていた木くずや選定枝を受け入れ、使用済み紙お
むつに混合してペレット燃料に再資源化するなど、地域の廃棄物削減や課題の解決にも取り
組んでいます。
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